
 測量学実習Ⅱ の基礎・基本 
 
１．細目数 

 
２．分類とそれらの内容 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

偏角弦長法 偏角弦長法を用いた

曲線設計及び実習 
直線長 D、交角 I、半径 R の条件で偏角δを計算し、

曲線上の点を求める。各自のデータを用いて偏角弦

長法で曲線の設計を行い、班員の協力のもと測量を

行い、単心曲線を設置できる。 

Ａ 

支距法（接線

オフセット

法） 

支距法（接線オフセ

ット法）を用いた曲

線設計及び実習 

曲線上の点を座標に変換するために、曲線設置の基

本データと加法定理を用いて偏角を座標変換する

式を導くことができる。各自のデータを用いて座標

を求め、その座標を用いて班員の協力のもと測量を

行い、曲線を設置できる。 

Ａ 

単心曲線 

中央縦距法 中央縦距法を用いた

曲線設計及び実習 
各自のデータを用いて中央縦距を求め、班員の協力

のもと測量を行い、曲線を設置できる。 
Ａ 

緩和曲線 クロソイド クロソイド曲線の設

計及び実習 
与えられたデータを用いて、クロソイド曲線の座標

値と極角を計算できる。またその値で緩和曲線を設

置できる。さらに、班員と協力して、直線、クロソ

イド（緩和曲線）、単心曲線を組み合わせ、一定速

度で快適な走行が可能な道路を設計できる。 

Ａ 

 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

単心曲線 ３ ０ ０ ３ ２学年（２単位） 
緩和曲線 １ ０ ０ １ 

細目数計 ４ ０ ０ ４ 



 地学 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

重力と地球の形 引力、重力、地球の形、ジオイド、地球楕円体について

理解し、引力、重力、地球の大きさを計算できる。 

Ａ 重力と地磁

気 

地磁気 ダイナモ説、地磁気の三要素、地磁気の変化、残留磁気

について理解できる。 

Ｂ 

地球内部のエネ

ルギー 

地温勾配、地殻熱流量、地殻熱流量の分布、地殻の熱源

について理解できる。 

Ｂ 

火山活動とマグ

マの発生 

火山の噴出物、噴火の形式、火山の形・分布、マグマの

種類について理解し、火山災害の予防や対応を思考でき

る。 

Ａ 

マグマと火

成活動 

火成岩と鉱物 火成岩の区分・組成・分類、主要造岩鉱物、固溶体、同

質異像について理解できる。 

Ａ 

地震波と地球の

内部構造 

地震波の性質、大森公式、走時曲線、モホ面、地球内部

の構造について理解できる。 

Ａ 

地震の原因とプ

レート・テクトニ

クス 

地震の原因、断層、プレートの動き、プレートと地震の

関係について理解できる。 

Ａ 

地震活動 

地震のエネルギ

ーと地震分布 

震度、マグニチュード、世界の地震帯、日本の地震の特

徴、和達―ベニオフ面について理解し、地震災害の予防

や対応を思考できる。 

Ａ 

現在の地殻変動 火山活動による変動、地震活動による変動、活断層、活

褶曲について理解できる。 

Ａ 

造山運動と変成

作用 

造山帯と特徴、楯状地、造山運動の歴史、変成岩、日本

の変成帯について理解できる。 

Ａ 

地球の活動 

地殻変動 

大陸移動と海洋

底の拡大 

ウェゲナーの大陸移動説、大陸移動の証拠、海洋低拡大

説について理解できる。 

Ｂ 

風化浸食と堆積

岩 

風化作用、河川の三作用、続成作用、堆積岩の分類につ

いて理解できる。 

Ａ 

地球の歴史の調

べ方 

地層累重の法則、整合、不整合、かぎ層、走向、傾斜、

地質図について理解できる。 

Ａ 

堆積岩と地

層 

化石と地質時代

区分 

示準化石、示相化石、地質時代区分、相対年代、絶対年

代について理解できる。 

Ｂ 

原始地球と先カ

ンブリア時代 

地球の年齢、低温起源説、大気の起源、海水の起源、生

命の起源について理解できる。 

Ｂ 

古生代・中生代 古生代･中生代の化石と生物の進化について理解できる。 Ｂ 

地球の歴史 

地球の歴史

と生物の進

化 

新生代と人類の

進化 

新生代の化石、氷河時代、人類の出現・進化について理

解できる。 

Ｂ 

 
 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

地球の活動 ８ ３ ０ １１ 

地球の歴史 ２ ４ ０ ６ 

２学年(１単位) 

太陽と恒星の世界 ０ ０ ７ ７ 

細目数計 １０ ７ ７ ２４ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

太陽系と惑星の

運動 

ボーデの法則、惑星の視運動、会合周期の公式、ケプラ

ーの法則を理解し、数式を活用できる。 

Ｃ 

太陽系を構成す

る天体 

月、地球型惑星、木星型惑星、小惑星、衛星、彗星、隕

石について理解し、月や火星探査等への関心と探求心を

持つことができる。 

Ｃ 

惑星と太陽 

太陽とその活動 光球、黒点、彩層、コロナ、スペクトル、フラウンホー

ファー線、ウィーンの法則について理解できる。 

Ｃ 

恒星の距離と明

るさ 

恒星までの距離、実視等級、絶対等級、恒星の色と表面

温度について理解し、数式を活用できる。 

Ｃ 

Ｈ・Ｒ図と恒星の

質量 

Ｈ・Ｒ図、分光視差、恒星の大きさ、恒星の質量につい

て理解できる。 

Ｃ 

恒星のエネルギ

ー源と進化 

原始星、主系列星、赤色巨星、白色矮星、超新星、パル

サーについて理解できる。 

Ｃ 

太陽と恒星

の世界 

恒星の世界 

いろいろな天体 変光星、銀河系内星雲、散開星団、球状星団について理

解できる。 

Ｃ 

 



 測量学Ⅱ の基礎・基本 
 
１．細目数 

 
２．分類とそれらの内容 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

偏角弦長法 偏角弦長法を用いた

曲線設計及び演習 
直線長 D、交角 I、半径 R の条件で偏角δを計算

し、曲線上の点を求める 
Ａ 

支距法（接線

オフセット

法） 

支距法（接線オフセ

ット法）を用いた曲

線設計及び演習 

曲線上の点を座標に変換するために、曲線設置の

基本データと加法定理を用いて偏角を座標変換

する式を導くことができる。また、各自のデータ

を用いて曲線の設計ができる。 

Ａ 

単心曲線 

中央縦距法 中央縦距法を用いた

曲線設計及び演習 
各自のデータから中央縦距を求め、曲線設置（設

計）ができる。 
Ａ 

緩和曲線 クロソイド クロソイド曲線の設

計及び演習 
クロソイドポケットブックを用いて、クロソイド

の設計に必要な諸量を求めることができる。ま

た、得られた諸量を用いてクロソイドの設計を行

い、直線、クロソイド（緩和曲線）、単心曲線を

組み合わせた道路を設計できる。 

Ａ 

 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

単心曲線 ３ ０ ０ ３ ２学年（２単位） 
緩和曲線 １ ０ ０ １ 

細目数計 ４ ０ ０ ４ 



 応用力学 の基礎・基本 

 

１．細目数 

  分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

力のつりあい ７ ３ ０ １０ 

応力度とひずみ ５ ６ ２ １３ 

２学年（２単位） 

静定ばり １７ ９ ０ ２６ 

細目数計 ２９ １８ ２ ４９ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／３ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

力の単位 重力単位とＳＩ単位の関係を理解す

る。(１kgf＝9.8N) 

Ａ 

 

力の性質 平行四辺形の法則、移動性の法則、作

用･反作用の法則などを理解する。 

Ｂ 

力の分解 水平･垂直分力の意味と求め方を理解

する。 

Ａ 

力の合成 合力の意味と求め方を理解する。 Ｂ 

力の和 同一作用線上の力または平行な力は、

向きを考えて和を取ることができる

ことを理解する。 

Ａ 

モーメント 力×距離で与えられ、物体を回転させ

る効果を持つことを理解する。 

Ａ 

偶力 大きさが等しく、互いに逆向きの平行

な 2 力で、回転だけの効果を持つこと

を理解する。 

Ｂ 

力とモーメン

ト 

モーメントの和 任意点に関して、モーメントは向きを

考えて和を取ることができることを

理解する。 

Ａ 

1 点に作用す

る力 

複数の力のつりあ

い条件式 

水平方向の力の和＝０、垂直方向の力

の和＝０の式を立てることができる。

Ａ 

力のつり

あい 

一般的な平面

力 

複数の力のつりあ

い条件式 

水平方向の力の和＝０、垂直方向の力

の和＝０、任意点に関するモーメント

の和＝０の式を立てることができる。

Ａ 

応力度 物体の内部に生ずる力の単位面積当

たり大きさであることを理解する。

（N/cm2、N/mm2 など） 

Ａ 

垂直応力度 断面に垂直な向きの応力度(記号σ)

であることを理解し、求めることがで

きる。 

Ａ 

せん断応力度 断面に平行な向きの応力度(記号τ)

であることを理解し、求めることがで

きる。 

Ｂ 

温度応力度 温度変化によって生ずる応力度であ

ることを理解し、伸縮に対して計算す

ることができる。 

Ｂ 

直ひずみ 伸縮量と元の長さとの比(記号ε)で

定義され、無次元量であることを理解

するとともに、求めることができる。

Ａ 

せん断ひずみ 角度の変化量(記号γ：ラジアン)であ

ることが理解できる。 

Ｃ 

応力度と

ひずみ 

応力度とひず

み 

ポアソン比 力の作用方向のひずみとそれに直角

方向のひずみとの比(記号μ)で定義

されることを理解する。 

Ｃ 



２／３ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

応力度－ひずみ図 

 

引張または圧縮試験によって得られ

る応力度とひずみの関係をグラフ化

したもので、そのグラフにおける各種

変化点の意味を理解する。 

Ｂ 

フックの法則 応力度とひずみの比例関係をフック

の法則といい、式σ＝Ｅεであらわさ

れることを理解する。この関係は応力

度が小さい範囲で成り立つことを応

力度－ひずみ図より理解する。 

Ａ 

フックの法則 

弾性係数(ヤング係

数) 

フックの法則の式における比例定数

Ｅに相当し、材料の硬さを示し、材料

によってほぼ一定の値をとることを

理解する。 

Ａ 

組合せ応力度 任意断面上の垂直応力度とせん断応

力度の組合せを理解する。 

Ｂ 

モールの応力度円 垂直応力度σとせん断応力度τの関

係式がσ－τ座標系における円の式

に相当し、任意断面上の垂直応力度と

せん断応力度がこの円周上の座標で

与えられることを理解する。 

Ｂ 

応力度と

ひずみ 

(つづき) 

組合せ応力度 

主応力度 垂直応力度の最大値および最小値で

あることを理解する。 

Ｂ 

支点 はりを支えている点であることを理

解する。 

Ａ 

ローラー支点 垂直方向の力のみを支えることがで

きることを理解する。 

Ａ 

ヒンジ支点 水平と垂直方向の力を支えることが

できることを理解する。 

Ａ 

固定支点 水平と垂直方向の力を支持するとと

もに、回転も支え止めることができる

ことを理解する。 

Ａ 

集中荷重 はりのある１点に集中して作用する

荷重であることを理解する。 

Ａ 

分布荷重 はりの長さ方向に分布して作用する

力で、等分布、三角形分布および台形

分布などの分布荷重があることを理

解するとともに、その取り扱い方を理

解する。 

Ａ 

モーメント荷重 はりの 1 点で、はりを回転させようと

するモーメントであることを理解す

る。 

Ｂ 

単純ばり 両端がヒンジ支点とローラー支点で

支持されたはりの名称であることを

理解する。 

Ａ 

方持ちばり 一端のみを固定支点で支持したはり

の名称であることを理解する。 

Ａ 

張出しばり はりの途中を支持し、支点からはみ出

した部分があるはりの名称であるこ

とを理解する。 

Ｂ 

静定ばり 概要 

ゲルバーばり 2 本以上のはりを回転自由なヒンジで

連結されたはりの名称であることを

理解する。 

Ｂ 

 

 

 



３／３ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

支点反力 はりに荷重が作用したとき、支点が支

えている力であることを理解し、力の

つりあい条件式を利用して求めるこ

とができる。 

Ａ 

水平反力 はりの水平方向の動きを止める支点

反力であることを理解する。 

Ｂ 

垂直反力 はりの垂直方向の動きを止める支点

反力であることを理解する。 

Ａ 

支点反力 

モーメント反力 はりの回転を止める支点反力(モーメ

ント)であることを理解する。これは

固定してのみに生ずることも理解す

る。 

Ｂ 

断面力 はりに作用している荷重とつりあう

ように、断面に生じている力であるこ

とを理解するとともに、その値の求め

方を理解する。 

Ａ 

軸力 はりの軸方向に作用している断面力

(断面に垂直)であることを理解する。

Ｂ 

せん断力 はりの軸に垂直な向きに作用してい

る断面力(断面に平行)であることを

理解する。 

Ａ 

断面力 

曲げモーメント はりの曲げようとする断面力(モーメ

ント)であることを理解する。 

Ａ 

断面力図 一般にはりの着目点によって異なる

断面力の変化状態を、横軸に着目点を

とって描いたグラフであることを理

解する。 

Ａ 

せん断力図（Ｑ－

図） 

せん断力の値を横軸より上側を正、下

側を負にとって描いた断面力図であ

ることを理解する。 

Ａ 

断面力図 

曲げモーメント図

（Ｍ－図） 

曲げモーメントの値を横軸より上側

を負、下側を正にとって描いた断面力

図であり、曲がったはりの引張り側に

値をとって描いた図になることを理

解する。 

Ａ 

間接荷重 間接荷重によるＱ

－図とＭ－図 

間接荷重の意味を理解し、それによる

支点反力の求め方およびＱ－図とＭ

－図の描き方を理解する。 

Ｂ 

影響線 単位の集中荷重 P=1 の移動に伴う支点

反力や指定された位置における断面

力の変化状態を、横軸に P=1 の作用位

置をとり、横軸より上側を負、下側を

正にとって描いたグラフであること

を理解する。 

Ａ 

最大せん断力 移動荷重によって生ずる指定された

位置のせん断力の最大値で、影響線を

利用して求められることを理解する。

Ｂ 

静定ばり

（つづ

き） 

影響線 

最大曲げモーメン

ト 

移動荷重によって生ずる指定された

位置の曲げモーメントの最大値で、影

響線を利用して求められることを理

解する。 

Ｂ 

 



 応用力学演習 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

数学基礎の復習 ５ ０ ０ ５ 

力のついあい ２ ０ ０ ２ 

応力度とひずみ ３ ４ ０ ７ 

２学年（２単位） 

静定ばり ６ ３ ０ ９ 

細目数計 １６ ７ ０ ２３ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

式と数 整式の計算 整式の計算ができる。 Ａ 

方程式 連立 1 次方程式および２次方程式が解ける。 Ａ 方程式と不

等式 不等式 簡単な不等式が解ける。 Ａ 

三角関数 sin、cos、tan を求めることができる。 Ａ 

数学基礎

の復習 

三角関数 

加法定理 三角関数の加法定理を理解し、応用すること

ができる。 

Ａ 

1 点に作用

する力 

複数の力のつ

りあい条件式 

水平方向の力の和＝０、垂直方向の力の和＝

０の式を立て、未知の力を求めることができ

る。 

Ａ 力のつり

あい 

一般的な平

面力 

複数の力のつ

りあい条件式 

水平方向の力の和＝０、垂直方向の力の和＝

０、任意点に関するモーメントの和＝０の式

を立て、未知の力を求めることができる。 

Ａ 

垂直応力度 棒に引張力または圧縮力が作用した場合の値

を計算することができる。 

Ａ 

温度応力度 温度変化によって生ずる伸縮に対して計算す

ることができる。 

Ｂ 

応力度とひ

ずみ 

直ひずみ 棒に引張力または圧縮力が作用した場合の値

を計算することができる。 

Ａ 

フックの法

則 

フックの法則 フックの法則を利用して各種の応用問題を解

くことができる。 

Ａ 

組合せ応力度 １軸または２軸方向の力が作用した場合の任

意断面上の垂直応力度とせん断応力度を計算

することができる。 

Ｂ 

モールの応力

度円 

与えられた組合せ応力度状態に対して描くこ

とができる。 

Ｂ 

応力度と

ひずみ 

組合せ応力

度 

主応力度 与えられた組合せ応力度状態に対して計算す

ることができる。 

Ｂ 

垂直反力 各種の静定ばりおよび作用荷重に対して計算

することができる。 

Ａ 支点反力 

モーメント反

力 

各種の荷重が作用した片持ちばりに対して計

算することができる。 

Ａ 

せん断力 各種の静定ばりおよび作用荷重に対して計算

することができる。 

Ａ 

静定ばり 

断面力 

曲げモーメン

ト 

各種の静定ばりおよび作用荷重に対して計算

することができる。 

Ａ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

せん断力図

（Ｑ－図） 

各種の静定ばりおよび作用荷重に対して描く

ことができる。 

Ａ 断面力図 

曲げモーメン

ト図（Ｍ－図）

各種の静定ばりおよび作用荷重に対して描く

ことができる。 

Ａ 

間接荷重 間接荷重によ

るＱ－図とＭ

－図 

各種の静定ばりおよび作用荷重に対して支点

反力の計算ができるとともに、Ｑ－図とＭ－

図を描くことができる。 

Ｂ 

最大せん断力 各種の移動荷重に対して、影響線を利用して

計算することができる。 

Ｂ 

静定ばり 

（つづ

き） 

影響線 

最大曲げモー

メント 

各種の移動荷重に対して、影響線を利用して

計算することができる。 

Ｂ 

 



材料学の基礎・基本 

 

１．細目数 

       分 類  Ａ  Ｂ  Ｃ  細目数計 

総論   ６  ０  ０   ６ 

材料  １２  ２  ０  １４ 

コンクリート  ２１  ０  ０  ２１ 

２年生（１単位） 

品質管理   １  ２  ０   ３ 

細目数計  ４０  ４  ０  ４４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．分類とそれらの内容 

                                              １／３  

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

応力とひずみ 

 

応力とひずみの定義、応力の単位とひずみの値を理解

する。 

Ａ 

 

弾性係数 コンクリートや鉄筋の応力とひずみの関係より弾性係

数を求め、弾性的性質や塑性的性質を理解する。 

Ａ 

ポアソン比 

 

横ひずみと縦ひずみの比であることを理解する。コン

クリートと鋼材のポアソン比の値を理解する。 

Ａ 

クリープ 

リラクセーシ

ョン 

コンクリートのクリ－プや鋼材のリラクセ－ションの意

味を理解する。 

 

Ａ 

密度・吸水率 

 

骨材の密度・吸水率の定義とコンクリート配合設計上での

用途を理解する。 

Ａ 

総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料の一般

的性質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線膨張係数 コンクリートと鋼材の線膨張係数を理解し、鉄筋とコンク

リートが一体となって外力に対応することを理解する。 

Ａ 

鉄筋 

 

鉄筋コンクリ－ト用棒鋼として丸鋼と異形鉄筋の

種類と突起物の効果を理解する。 

Ａ 

 

鋼材 

 

その他の鋼材として形鋼、ＰＣ鋼棒、リベット材、

ボルト材、鋼矢板等の用途を説明できる。 

Ａ 

金属材料 

 

 

 

 細骨材と粗骨

材 

細骨材と粗骨材の定義を理解する。 

 

Ａ 

密度・吸水率 

 

骨材の密度、吸水率の物理的性質を理解し、それらの

値を求めることができる。表面乾燥飽水状態を基準に

した密度の定義を説明できる。 

Ａ 

天然骨材と人

工骨材 

天然骨材と人工骨材の種類と用途を説明できる。 Ｂ 

粗粒率 

 

骨材の粒度分布と粒度分布がコンクリートに与える影

響を理解する。 

Ａ 

単位容積質量 

 

単位容積質量等の物理的性質を理解し、それらの値を

求めることができる。 

Ａ 

粒径判定実績 

 

実積率、空隙率の物理的意味を理解し、粒径判定を行

い良質な骨材を使用することの必要性を述べられる。

Ａ 

コンクリー

ト用骨材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表面水率 表面水率算出法の原理と配合設計における用途を説明

できる。 

Ａ 

セメント セメントの種類とセメントの成分組成を理解する。 Ａ 

水和反応 セメントの代表的な水和反応機構を理解する。 Ａ 

粉末度 セメントの粉末度がコンクリート強度へ及ぼす影響を

説明できる。 

Ａ 

混和材 フライアッシュや高炉スラグの物理特性とその働きを

説明できる。 

Ａ 

材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
セメント・混

和材 

混和剤 減水効果や空気量調整に使用される混和剤の成分とそ

の働きを説明できる。 

Ｂ 



                                              ２／３  

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

硬化コンクリ

ート 

まだ固まらないコンクリートと硬化したコンクリー

トの概略を知る。 

Ａ 

圧縮強度 コンクリートに作用する圧縮力に対する単位面積あ

たりの耐力を理解する。材齢28日の圧縮強度が基準と

なる。 

Ａ 

各種強度 圧縮強度に対する曲げ強度、引張強度の強度比を理解

する。 

Ａ 

セメント水比

説 

コンクリートの配合設計では、セメント水比と圧縮強

度の関係を理解することが最も重要である。 

Ａ 

養生と材齢 養生期間と強度発現の関係を理解し、養生条件の違い

による強度発現への影響を説明できる。 

Ａ 

凍結融解 凍結融解の意味と耐久性向上のための処置を知る。 Ａ 

弾性係数 弾性係数とポアソン比、圧縮強度と弾性係数の関係、

コンクリートのクリープについて説明できる。 

Ａ 

アルカリシリ

カ反応 

骨材に含まれるシリカとコンクリートに含まれるア

ルカリによる反応機構と抑制法を説明できる。 

Ａ 

中性化 コンクリートの中性化が鉄筋の腐食を誘発すること

を説明できる。 

Ａ 

塩害 塩化物含有による問題点を指摘できる。 Ａ 

フレッシュコ

ンクリート 

 

 

まだ固まらないコンクリートの性質を知る。コンクリ

ートの軟らかさを表すコンシステンシー、ワーカビリ

ティー等の定義、軟らかさに影響する因子について説

明できる。 

Ａ 

スランプ コンクリートの柔らかさを示す試験値の意味を説明

できる。 

Ａ 

単位水量一定

の法則 

単位水量一定の法則を理解し、望みのコンクリートを

得るための補正法を学び配合設計に活かせる。 

Ａ 

ブリージング 材料分離のメカニズムを学ぶ。 Ａ 

収縮 コンクリートの乾燥収縮が硬化コンクリートに与え

る影響について説明できる。 

Ａ 

コールドジョ

イント 

コンクリートの打ち継ぎの管理ミスに影響について

学ぶ。また施工上の注意点を説明できる。 

Ａ 

配合設計 設計対象の構造物に適したコンクリートの配合設計

の手順が説明できる。設計基準強度、施工性を満足す

るコンクリートの配合設計を行える。 

Ａ 

設計基準強度 設計基準強度と配合強度との関係を説明できる。 Ａ 

セメント水比 単位水量と単位セメント量の比と強度の関係を説明

できる。 

Ａ 

細骨材率 細骨材率の施工性への影響について学ぶ。 Ａ 

コンクリ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリー

トの特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場配合 骨材の表面水率試験の意義と重要性を説明できる。 Ａ 



                                              ３／３  

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

品質管理 

 

コンクリートの品質管理の手法を説明できる。 

コンクリートの品質管理で一般に用いられるx－Rs管

理図とx－Rs－Rmを描くことができ、品質の変動を理

解しコンクリート製作行程や管理状況の改善を指示

できる。 

Ａ 

ヒストグラム 

 

管理図が強度値の時間的変化を表すのに対して、ヒス

トグラムは期間内の強度値の分布を示しヒストグラ

ムを描くことができ、その形状からコンクリートの管

理状態を推測できる。 

Ｂ 

品質管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリー

トの品質管

理 

 

 

管理図 

 

コンクリートの品質管理で一般に用いられるx－Rs管

理図とx－Rs－Rmを描くことができ、品質の変動を理

解しコンクリート製作行程や管理状況の改善を指示

できる。 

Ｂ 
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